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。山縣悌三郎は少年雑誌『少年園』（1888 ～ 1895 年刊行）を
はじめとして多数の教育・学術関連雑誌と書籍を刊行している。崔南善も
1908 年に新文館を設立し、少年雑誌『少年』（1908 ～ 1911 年刊行）をはじめ、
翻訳・出版・啓蒙活動に励んだ。1895 年『少年園』の廃刊後に山縣が設立し
た内外出版協会は、崔南善が『自助論』（1918）を翻訳するときに底本とした














京大学出版会、2018 年）の第 9 章「植民地朝鮮と自助論の政治的想像力：1910 年代における
尹致昊と崔南善の自助論」。
2　朴珍英は新文館と内外出版協会との関連性に触れており、山縣悌三郎と崔南善との出版事
業の関連性を示唆している（박진영『번역과  번안의  시대』、소명출판、2011 年、235~240
頁）。
3　류시현『최남선 연구：제국의‘근대’와 식민지의‘문화’』（역사비평서、2009 年）、上掲
박진영（2011）、박진영『책의 탄생과 이야기의 운명』（소명출판、2013 年）、이경현「1910
년대 신문관의 문학 기획과 한국 근대문학의 형성」（서울대학교 대학원 국어국문학과 박
사학위논문、2013 年）、권두연『신문관의 출판 기획과 문화운동』（고려대학교 민족문화연
구원、2016 年）など。
4　韓国においては、한기형「최남선의 잡지 발간과 초기 근대문학의 재편：『소년』，『청춘』



















朝鮮総督府の英字新聞である The Seoul Press の主筆であった山縣五十雄（やま
がた・いそお、1869 ～ 1959）の兄でもある 
7
。江戸末期に幼少年期を過ごした
↘年）、정선태「번역과 근대 소설 문체의 발견：잡지『소년』을 중심으로」『대동문화연구』
第 48 輯（성균관대학교 대동문화연구원、2004 年）、조윤정「잡지『少年』과 국민문화의 형
성」『한국현대문학연구』第 21 号（한국현대문학연구、2007 年）、上掲류시현（2009）、박진
영同書、上掲박진영（2013）、上掲論文이경현（2013）、윤영실「국민국가의 주동력，‘청년’
과‘소년’의 거리：최남선의『소년』지를 중심으로」『민족문화연구』第 48 号（고려대학
교 민족문화연구원、2014 年）、上掲권두연（2016）、최현희「해석자의 과거，편집자의 역




年』を中心に」『朝鮮学報』第 249・250 輯合併号（朝鮮学会、2019 年）など。
5　日本での『少年園』に関する研究は、続橋達雄『児童文学の誕生：明治の幼少年雑誌を中
心に』（桜楓社、1972 年）、目黒強「『少年園』における表象としての「現実」と「地方少年」」





て」『仁愛大学研究紀要　人間生活学部篇』第 8 号（仁愛大学、2016 年）など。一方、韓国で
の『少年園』に関する研究は、이현정「청일전쟁과 메이지 시대 소년잡지：『소년원』（少年
園）을 중심으로」『용봉인문논총』第 44 号（전남대학교 인문학연구소、2014 年）のみが確
認できる。
6　朴珍英は内外出版協会の出版物と新文館から出版された翻訳物の内容との関連性について
検討しながら『少年園』について触れている（上掲박진영（2011）、236 ～ 237 頁、436 ～ 439
頁）。ユン・ヨンシルは日本明治期における少年雑誌の傾向を検討しながら、山縣悌三郎と







その後、山縣悌三郎は、バックリィ（A. B. Buckley、1840 ～ 1929）の児童




1895 年刊行、1895 年より『文庫』）『こども』（1890 ～ 1891 年刊行）『青年文』
















から内外出版協会に続く山縣の出版事業は、1880 年代から 1910 年代にかけて、
自助論と修養論を主とする少年・青年の教育と啓蒙活動を主導していた。
1914 年に内外出版協会は経営難で倒産する。その 2 年後である 1916 年に山
縣悌三郎は植民地朝鮮に渡り、ミッション・スクールで教鞭を執ったり朝鮮総
督府の嘱託として勤める。1929 年に日本に戻り、1940 年に亡くなる。








第 9 輯（고려대학교언어정보연구소、2008 年）。








1906 年に再び渡日し、1908 年 6 月まで日本に滞在する。当時、彼は留学生雑








ル ボイ（아이들 보이［子供の見るもの］）』（1913 年～ 1914 年刊行）『新星
（새별）』（1914 ～ 1915 年刊行）『青年』（1914 年～ 1918 年刊行）などのほか、






























。崔南善の最初の日本留学は 1904 年 10 月皇室派遣留学生としてのこと
である。崔は通っていた東京府立中学を同年 12 月に中退し、翌年の 1 月に帰
国する。1906 年 4 月に私費留学生として再び渡日し、早稲田大学高等師範部
歴史地理学科に入学したが、またも 1907 年 3 月に学校をやめてしまう。だが、
学校を出た後にも、崔は 1908 年 6 月まで日本に滞在した 
13
。崔南善が日本で留
























12　前掲山縣悌三郎（1987）、144 ～ 145 頁。
13　崔南善の日本留学については、前掲류시현（2011）、29~30 頁、前掲田中美佳（2019）、42
～ 60 頁参照。
14　前掲山縣悌三郎（1987）、150 ～ 154 頁。













。1910 年 4 月の『少年』（通巻 16 号［第 3








『少年園』は 1888 年、天長節の 11 月 3 日に創刊し、毎月 2 回（3 日、18 日）
発行した。創刊号は 2 段構成で、表紙・目次・巻頭の挿絵・本文（24 頁）・付
録（4 頁、「芳園」）、広告（1 頁）、奥付の構成であり、本文には多数の挿絵が
入っている。表紙は少年の園を連想させる公園・庭園の木の下で、男女が本を
読んでいる絵である。この表紙は基本的に終刊号である第 156 号（1895 年 4
月 18 日）までそのまま用いられる 
19
。終刊号である第 156 号は 2 段構成で、表
紙・目次・巻頭の挿絵・本文（40 頁、「芳園」は本文中に含まれている）、広
告（5 頁）、奥付の構成であり、創刊号と比べて約 10 頁程度が増えているが、
全体の構成はそのままである。
『少年園』は、本稿末に付した「表 1：『少年園』第 1 号（1888 年 11 月 3 日）




17　新文館の設立時期については、前掲박진영（2013）、29 ～ 38 頁参照。
18　青年学友会の設立と活動については、박찬승『한국근대 정치사상사연구：민족주의 우파
의 실력양성운동론』（역사비평사、1992 年）、99~107 頁、기노시타 다카오 ｢105 인 사건
과 청년학우회 연구 ｣（숭실대학교 박사학위논문、2011 年）、135 ～ 183 頁、前掲권두연
（2016）、214 ～ 219 頁参照。
19　第 127 号（1894 年２月 3 日）から表紙の上に該当号の「少年園」の主要内容（例：（少年
立志論・処世之秘訣）最も痛快　最も謹厳）［第 127 号］が見られるが、表紙の絵は変わらな
い。







并に危険なる『宇宙』」（第 3 号、第 5 号）、志賀重
昂「日本少年の為すべき事業」（第 7 号、第 8 号）、







講座」（第 129 号）、無記名「戦の勝敗」（第 145 号）、肝付兼行「教育勅語講
座」（第 148 号）などがある。
「文園」には、詩・創作小説・翻訳小説など、少年読者向けの文学作品が載っ
ている。例えば、尾崎紅葉「日本の春」（第 9 号）、森鴎外「戦僧」（第 10 号）、
バーネット著・若松しづ子訳『セイラ・クルーの話：一名ミンチン女塾の出来
事』（第 117 号～第 132 号、途中 3 回未掲載。「小公女」）、ユーゴー著、抱一庵
主人訳「ABC 組合」（第 145 号～第 156 号、計 9 回）などがある。このなかで、
「ABC 組合」はヴィクトル・ユーゴーの『レ・ミゼラブル』を抜粋して訳した
ものである。抱一庵主人は小説家・翻訳家の原抱一庵（1866 ～ 1904）のこと
であり、先に『少年園』第 145 号（1894 年 11 月 3 日）から第 156 号（1895 年
4 月 18 日）（計 9 回）にかけて連載された後、1902 年に内外出版協会から
『ABC 組合』というタイトルで単行本が出版された。この単行本の序文に当た
る「例言二則」に「本訳はヴヰクトルユーゴー著『哀史（ラ、ミゼラブル）』













23　「ABC 組合」と「ABC 契」の翻訳については、前掲박진영（2011）、430 ～ 442 頁が詳し
い。
図 1　『少年園』第 1 号




4 号～第 5 号）、山縣正雄「ネルソンノ幼時」（第 7 号）、柴庵遯叟「新井白石
の伝」（第 9 号～第 10 号）、「西洋美術叢談」（第 55 号～第 56 号、第 59 号、第


































25　前掲続橋達雄（1972）、196 ～ 197 頁。
図 2　「朝鮮国王及世子」『少年園』




























。『少年』は 1908 年 11 月 1 日に
発行され、その後、毎月 1 回刊行され、通巻 20 号（第 3 年第 8 巻、1910 年 8
月 15 日）まで 1909 年 6 月号と 12 月号を除いて刊行された。通巻 20 号が出た
1910 年 8 月に新聞紙法第 21 条（治安妨害）によって『少年』は停刊処分を受
け、4 ヵ月後の 1910 年 12 月に発行停止の処分が終わると、通巻 21 号を既存
の形とは完全に異なる形式で出す。しかし、第 4 年第 1 巻である通巻 22 号が
当局に押収された後、王陽明の特集号である通巻 23 号（実質の通巻 22 号）第
4 年第 2 巻を最後に、廃刊となった。
『少年』の創刊号である第 1 年第 1 巻は、1 段と 2 段の形式が混じっており、
表紙・奥付・刊行趣旨・目次 2 頁、2 巻予想目次・写真 3 枚、標題紙および本






29　以下、『少年』の刊行状況と停刊などについては、前掲박진영（2013）、180 ～ 185 頁参照。
44　　柳忠熙
文 84 頁、広告 6 頁の構成であり、『少年園』と
同じく多数の挿絵が入っている。そして、停刊
処分を受ける直前に刊行された第 3 年第 8 巻
（通巻 20 号）は、1 段と 2 段の形式で、表紙・
刊行趣旨・広告 6 頁・目次・写真 2 枚・標題紙
および本文 61 頁・「青年学友会会報」2 頁・付
録「国史私論」32 頁・重要日記作成表 16 頁、
奥付、裏表紙の構成であり、多数の挿絵が入っ
ている。
『少年』は、第 3 年第 8 巻以降にも第 3 年第
9 巻（1910 年 12 月）、第 4 年第 2 巻（1911 年 5
月）が刊行された。第 3 年第 9 巻はトルストイ
特集を主に構成され、3 段構成に変わっている。
第 4 年第 2 巻は王陽明の特集として編集も 1 段
構成となっており、主に漢文で書かれている。
第 3 年第 8 巻、第 4 年第 2 巻は、以前の『少年』と全く異なる性格を持ってい
るため、本稿では創刊号と第 3 年第 8 巻を比較の対象として検討する。
『少年園』の六園構成の要素を『少年』に照らし合わせてみれば、「表 2：『少














次に通巻 20 号である第 3 年第 8 巻を確認する。六園の特徴に即して創刊号
から通巻 20 号までの『少年』の内容と構成の変化について詳しく検討するこ
とは今後の課題とし、ここでは通巻 20 号の内容を創刊号と比較して、どのよ
図 3　『少年』第 1 年第 1 号


































30　「表紙」『少年』第 1 年第 1 号（1908 年 11 月 1 日）。原文は朝鮮語。日本語訳・句読点・
［　］は引用者による。日本語としては不自然なところもあるが、原文のニュアンスを残すた
めに原文に近い形で訳した。以下同。

































「教育令」（1880 年改正、1885 年再改正）を頒布した 
36
。雑誌が刊行さ
れる 2 年前の 1886 年に初代文部大臣である森有礼（1847 ～ 1889）の改革案の
一つとして「小学校令」が公布され、6 歳から 14 歳までの義務教育が施行さ
れた 
37






33　「発刊の主旨を述べて先つ少年の師夫に告く」『少年園』第 1 号（1888 年 11 月 3 日）。
34　山本正見『日本教育史：「今」を歴史から考える』（慶応義塾大学出版会、2014 年）、77 頁。
35　前掲山本正見（2014）、93 頁。
36　同書、77 ～ 105 頁参照。
37　同書、129 ～ 131 頁参照。










































































연（2016）、490 ～ 503 頁が詳しい。
















（1909 年 8 月）から通巻 12 号まで確認できる「少年論語」は、当時の朝鮮の
漢字・漢文教育の必要性を背景とした企画である 
42
。そして、1905 年に第 2 次
日韓協定（乙巳保護条約）によって大韓帝国が日本の保護国になったときに
は、自ら命を絶った閔泳煥（ミン・ヨンファン、1861 ～ 1905）に関する「閔
忠正公小伝」（通巻 3 号、1909 年 1 月）や、壬辰倭乱・丁酉再乱（文禄・慶長
の役）のときに朝鮮水軍として活躍した李舜臣（イ・スンシン、1545 ～ 1598）


















































44　前掲田中美佳（2019）の「表 2『少年』における翻訳作品の底本一覧」（79 ～ 84 頁）参照。
少年雑誌の啓蒙性　　51
表 1　『少年園』第 1 号（1888 年 11 月 3 日）と第 156 号（1895 年 4 月 18 日）の目次





































































表 2　『少年』第 1 年第 1 巻（1908 年 11 月）と第 3 年第 8 巻（1910 年 8 月）の
　　　　目次および『少年園』六園との対照表














　왜 우리는 海上冒險心을 감튜어 두엇나
　海의 美觀은 읏더한가

































































本稿は、2018 年 2 月 24 日に韓国の高麗大学で開かれた学術大会「六堂崔南
善と近代韓国の人的・知識地図」で発表した内容をもとに、科研費・若手研究
「植民地期朝鮮における思想史研究の基礎構築（１）：民族改良・実力養成・自
治論」（研究代表：柳忠熙、課題番号：18K12214、研究期間：2018 ～ 2021 年）
の助成を受けて行った研究の成果を反映し、修正・加筆したものである。
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54　　柳忠熙
